
成人式（1月9日）
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2月
～3月10日

2月10日（木）

3月10日（木）
受付13:00～14:30

市役所
（3階304会議室）

2月15日（火）

2月22日（火）

3月28日（火）

受付10:00～11:00

受付10:00～11:00

受付10:00～11:00

構造改善センター

（伊）老人福祉センター

ふれあいセンター

※多重債務関係の相談は弁護士相談で受け付けます

※健康カレンダー掲載の日程を変更しました。

2月15日（火）

2月18日（金）

13:00～15:00

13:00～15:00

（伊）老人福祉センター

ふれあいセンター

弁護士相談

乳幼児相談

2月24日（金）

2月10日（木）

2月17日（木）

受付13:00～13:30

受付13:00～13:30

受付13:00～13:30

ふれあいセンター

ふれあいセンター

ふれあいセンター

乳がん検診

2月23日（水）

09:30～10:30

12:00～14:00

14:30～16:00

美山支所

（株）オンダ製作所

山県市役所

献　血

2月26日（日）

2月11日（金）

2月13日（日）

2月20日（日）

2月27日（日）

3月26日（日）

岡本医院
山県市佐賀

なりみやクリニック
山県市高富

鳥澤医院
山県市大森

後藤医院
岐阜市三輪

松井医院
岐阜市石原

大前医院
岐阜市太郎丸新屋敷

22・3687

22・1213

36・2311

058・
229・1031

22・0288

058・
229・3131

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

2月28日（火） 10:30～13:00 ふれあいセンター

離乳食（後期）教室

2月24日（木） 受付13:30～15:00 ふれあいセンター

心の相談（予約必要：社会福祉課　　22・6837）

2月27日（月） 3月27日（月）2月25日（金）

すこやか相談（予約必要：健康課　　22・6839）

行政相談

2月08日（火）

2月22日（火）

10:00～15:00

10:00～15:00

（美）中央公民館

山県市商工会館

社会保険相談

毎週木曜日

2月23日（水）

3月09日（水）

9:00～12:00

受付13:00～13:15

受付14:00～14:15

美山支所

ふれあいセンター

（伊）老人福祉センター

2月16日（水）

3月09日（水）

受付13:00～14:00

受付14:00～14:15

ふれあいセンター

（伊）老人福祉センター

2月09日（水）

3月02日（水）

3月09日（水）

受付13:00～14:00

受付13:30～13:45

受付13:30～13:45

ふれあいセンター

構造改善センター

（伊）老人福祉センター

2月02日（水）

3月02日（水）

3月09日（水）

3月01日（火）

受付13:00～14:00

受付13:00～13:15

受付13:00～13:15

ふれあいセンター

構造改善センター

（伊）老人福祉センター

受付13:15～14:00 ふれあいセンター

3月03日（木） 受付13:15～14:00 ふれあいセンター

2月01日（火）

2月08日（火）

3月04日（金）

3月08日（火）

受付13:00～14:00

受付13:00～14:00

受付13:00～14:00

受付13:00～14:00

（伊）老人福祉センター

ふれあいセンター

構造改善センター

ふれあいセンター

ハッピーライフ（結婚）相談

2月18日（金） 13:00～15:00 ふれあいセンター

人権擁護相談

2月19日（土） 10:00～12:00 ふれあいセンター

ママパパクラス

乳幼児健診

3・4か月児健診

10・11か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

ツベルクリン

BCG

予防接種

はみがきけんしん（フッ素塗布）
「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター、
「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター、
「構造改善センター」は美山構造改善センター、「（美）
中央公民館」は美山中央公民館

※乳がん検診（集団）日程の追加
山県市ふれあい健康カレンダーには掲載がありませんが、2月
10日、17日も乳がん検診を実施しますのでご利用ください。
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伊
自
良
文
化
会
館
は
二
月
二
十
日
、
正
式
名
称
山
県
市
文
化
の
里
花
咲
き
ホ
ー
ル
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
花
咲
き
ホ
ー
ル
は
隣
に
古
田
紹
欽
記
念
館
、
伊
自
良
川
を
挟
ん
で
図
書
館
、
美

術
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
が
あ
り
、
一
体
化
し
た
文
化
ゾ
ー
ン
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

花
咲
き
ホ
ー
ル
の
名
称
「
花
咲
き
」
と
は
蒔
い
た
種
が
見
事
に
開
花
す
る
よ
う
に
、

こ
こ
で
活
動
す
る
人
た
ち
が
未
来
に
向
か
っ
て
夢
を
開
花
さ
せ
て
欲
し
い
と
の
願
い
を

込
め
た
も
の
で
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
中
に
も
躍
動
的
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
環
境
の
中
で
文
化
に
親
し
み
、
共
に
学
び
、
互
い
に
力
を
合

わ
せ
て
活
動
の
輪
を
広
げ
地
域
が
育
つ
、
花
咲
き
ホ
ー
ル
は
そ
ん
な
文
化
活
動
の
拠
点

と
な
る
施
設
で
す
。

▲入口正面の陶壁／多治見市の陶芸家加藤工
たくみ

氏作。
タイトルは「時空」。円と半円は個性を表し、鏡の部
分は歴史の重みを表現しています。

▲玄関銘板、花咲き
ホール／市内在住、日
展入選2回の山田スマ
子（山田葭

か

園
えん

）氏揮毫
▲会議にも使用できる控室

花咲きホールは平成15年11月に建築に着手し、平成16年
10月に完成しました。総工事費約5億6、100万円で鉄筋コ
ンクリート2階建て（一部3階建て）で延べ面積は約1、645
平方メートル。
多目的ホールは後部の席が可動式で、前部にいすを並べ
ると客席は350席となります。いすを収納すれば、展示会
場、ダンスホール会場などさまざまな用途に利用が可能と
なります。
控室やミーティングルームは会議などにも使用できます。
また、親子室もあり幼児を連れてのコンサートなども安
心して鑑賞することができます
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■休館日
月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）
祝日の翌日（この日が土、日曜日の場合は開館）
第3日曜日
特別に休館する場合は前もって掲示します。

■開館時間
午前9時～午後5時（夜間使用の場合）
午前9時～午後10時

親子席／コンサートなど、
乳幼児と一緒に安心して鑑
賞することができます。

▲ゆったりとした2階ホワイエ／窓からは古
田紹欽記念館の庭園がみえます。

平　台 セット／日 525円

音響反射板（8枚） セット／日 1,050円

指揮車台
（譜面台付き）

セット／日 210円

演奏者用椅子
（譜面台付き）

1脚／日 105円

ピアノ
（椅子付き）

セット／日 4,200円

ビデオプロジェクター
（スクリーン付き）

セット／日 2,100円

ピンスポット 1台／日 525円

机（多目的ホール） 1本／日 55円

パネル 1枚／日 105円

名　　称 単　価 金 額

多目的ホール 1,680円

ステージ 0,420円

控室 0,420円

ミーティングルーム 0,210円

区　　分
使用料

（1時間あたり）
備　考

冷暖房を
使用する
場合は、
3 0 ％ 加
算する。

■料金表

備考／使用者が入場料金等を徴収して使用す
るときは使用料が割増となる場合があります。

■利用申込について
申込受付開始時期

仮予約は使用日の1年前から受け付
けます。使用許可申請書は使用する日
の2か月前から3日前までの間に提出
してください。

申し込み方法
電話または当ホール窓口でお申し込

みください。申し込みは先着順で受け
付けます。

附属備品など

山県市文化の里　花咲きホール

〒501-2125
山県市洞田127番地135
36・2323
36・2777

E-mail
hanasaki＠city.yamagaata.gifu.jp

花咲きホール開館後の施設利用申
し込み受け付けを開始しています。

▲

▲

▲

FAX
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広
報
十
二
月
号
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
花
咲
き
ホ
ー

ル
の
オ
ー
プ
ン
記
念
行
事
「
市

民
音
楽
祭
」
を
二
月
二
十
日
、

二
十
七
日
に

開
催
し
ま
す
。

十
二
月
二

十
四
日
に
入

場
整
理
券
の

申
し
込
み
締

め
切
り
を
行

い
ま
し
た
が
、

次
の
と
お
り

若
干
席
に
余

裕
が
あ
り
ま

す
の
で
、
二

月
十
日
ま
で

予
約
受
け
付

け
を
延
長
し

ま
す
。

（
一
月
二
十
日
現
在
）

第
一
部
（
午
後
一
時
）

太
鼓
、
コ
ー
ラ
ス
、
マ
ン
ド

リ
ン

残
席
余
裕
あ
り

第
二
部
（
午
後
六
時
）

子
ど
も
音
楽
劇
な
ど

満
席

第
一
部
（
午
後
一
時
）

市
内
の
声
楽
家

満
席

第
二
部
（
午
後
二
時
三
十
分
）

コ
ー
ラ
ス
、
マ
リ
ン
バ
（
マ

リ
ン
バ
コ
ン
ク
ー
ル
世
界
二

位
）

残
席
余
裕
あ
り

当
日
の
混
乱
を
避
け
る
た
め

申
し
込
み
順
に
指
定
席
券
を
配

布
し
ま
す
。

二
月
十
一
日
以
降
は
、
当
日

受
け
付
け
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
当
日
席
に
空
き
が
な
い

場
合
は
立
見
席
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
立
見
席
も
満
席
の
場

合
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

市民音楽祭（2／20・2／27）駐車場案内�

●花咲きホール前の駐車場は、台数に限りがありますので、ご足
労をおかけいたしますが、周辺の　　へ駐車願います。�

【注意】伊自良総合運動公園は約 200台ほど駐車可能ですが、雨
天（雪）の場合グラウンド内を閉鎖いたしますのでご注
意ください。�

注意事項�

コンビニ�

伊自良支所�

大桑�

高富�

岐阜市�
岐阜市�

伊自良�
中央公民館�

保育園�

伊自良�
図書館・�
美術館・�
民族資料館�

伊自良老人�
福祉センター�

伊自良総合運動公園�

伊自良湖� 花咲きホール�

古田紹欽�
記念館�

共
選
場
�

花咲きホール�

約
2
0
0
台
�

　
　
　
駐
車
可
能
�

※
雨
天
の
日
�

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
�

　
　
　
　
　
閉
鎖
�

ド
ー
ム
�

N

駐
�

駐
�

駐
�

駐
�

駐
�

駐
�

駐
�

現
在
の
状
況

二
月
二
十
日

二
月
二
十
七
日
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日時　2月22日（火）
～27日（日）

午前9時～午後5時

（前期　22日～24日、後期　25日～27日）
前期後期入替

場　所 古田紹欽記念館内

入館料 無　料

主　催 小原流岐阜北支部

抹茶体験できます。22日～26日は通常
どおり1服350円です。 日時　2月27日（日）

午前11時～午後3時30分

場　所 古田紹欽記念館
第2展示室（立礼）

入館料 無　料

呈茶券 1服　400円（菓子付）

その他 呈茶券の販売は当日、管理室で
販売します。お茶がなくなり次第
終了します。

場　所

入館料

主　催

場　所

日時

日時

入館料

呈茶券

その他

昨年11月の紹欽茶会
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「
り
・
ふ
れ
っ
旬
や
ま
が
た
ツ
ア
ー
」

の
七
回
目
が
十
二
月
十
八
日
に
行
わ

れ
、
市
内
外
か
ら
観
光
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
参
加
し
た
二
十
四
人
の
方
が
、
市
内

の
施
設
で
そ
ば
打
ち
と
し
め
縄
作
り
を

体
験
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま
コ
テ
ー
ジ

村
で
行
わ
れ
た
そ
ば
打
ち
体
験
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
ば
粉
を
練
る
と
こ
ろ
か
ら
は

じ
め
、
形
は
ふ
ぞ
ろ
い
な
が
ら
見
事
な

そ
ば
を
完
成
さ
れ
、
さ
っ
そ
く
昼
食
に

自
分
の
う
っ
た
そ
ば
を
試
食
し
て
、
そ

の
出
来
栄
え
に
大
変
満
足
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

富
岡
小
学
校
四
年
生
七
十
二
人
は
、

総
合
学
習
の
時
間
に
年
間
を
通
じ
て
鳥

羽
川
の
歴
史
や
自
然
、
治
水
に
つ
い
て

勉
強
し
て
お
り
、
二
学
期
は
「
鳥
羽
川

の
今
、
昔
、
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に

学
習
し
ま
し
た
。

十
二
月
八
日
に
は
岐
阜
建
設
事
務
所

河
川
砂
防
課
の
職
員
を
講
師
に
招
き
、

鳥
羽
川
の
治
水
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ま
ず
、
昭
和
五
十
一
年
の
九
・

一
二
豪
雨
災
害
の
時
の
写
真
な
ど
で
歴

史
や
現
在
の
治
水
工
事
の
状
況
や
排
水

機
場
の
勉
強
を
し
た
あ
と
、
模
型
に
雨

を
降
ら
せ
浸
水
被
害
の
仕
組
み
を
実

験
。
授
業
の
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
鳥
羽

川
に
つ
い
て
児
童
た
ち
か
ら
「
飲
め
る

ぐ
ら
い
き
れ
い
に
し
た
い
」「
水
が
き
れ

い
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
住

め
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
意
見
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
十
七
日
、「
幸
せ
を
呼
ぶ
お

正
月
飾
り
」
を
テ
ー
マ
に
高
富
中
央
公

民
館
で
花
づ
く
り
講
習
会
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
市
内
の
主
婦
の
方
な
ど
約
四

十
名
が
、
椿
を
中
心
に
葉
ぼ
た
ん
や
ビ

オ
ラ
な
ど
数
種
類
の
草
花
を
使
っ
た
寄

せ
植
え
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

今
回
が
三
回
目
の
参
加
と
い
う
高
富

の
中
村
幸
子
さ
ん
は
「
自
分
の
思
っ
た

と
お
り
に
出
来
て
大
満
足
。
い
つ
も
い

い
も
の
を
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
毎
回

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

出
来
栄
え
に
大
満
足

ふ
る
さ
と
の
川
を
研
究

寄
せ
植
え
づ
く
り
に
挑
戦
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十
二
月
十
九
日
、
い
じ
ら
連
柿
コ
ン

ク
ー
ル
が
い
じ
ら
朝
市
の
会
場
で
行
わ

れ
、
掛
の
佐
村
勇
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
伊
自
良
地
域

の
冬
の
特
産
品
、
連
柿
の
色
や
粒
ぞ
ろ

い
な
ど
を
朝
市
の
来
客
者
な
ど
に
審
査

し
て
も
ら
い
順
位
を
つ
け
る
も
の
で
す
。

佐
村
さ
ん
は
「
消
費
者
の
気
持
ち
に

な
っ
て
、
味
も
見
た
目
も
い
い
も
の
を

作
る
こ
と
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
受
賞

で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
山
県
市
交
通
安
全
女
性

連
絡
協
議
会
の
福
井
サ
ダ
子
さ
ん
（
高

木
）
が
、
全
国
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

福
井
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
高

富
町
交
通
安
全
婦
人
会
（
当
時
）
会
長

に
就
任
、
年
四
回
の
交
通
安
全
運
動
の

際
、
夏
に
は
自
ら
竹
を
提
供
し
、
交
通

安
全
七
夕
を
市
内
の
公
共
施
設
に
設
置

し
た
り
、
年
末
に
は
交
通
安
全
を
祈
願

し
、
し
め
縄
飾
り
を
先
導
し
て
作
成
さ

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
福
井
さ
ん
は
、

「
事
故
の
減
少
の
た
め
に
役
立
て
れ
ば

と
思
い
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
表
彰
を
受
け
る
な
ん
て
感
激
し
て

い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

東
深
瀬
の
故
棚
橋
基
成
さ
ん
が
、
死

亡
叙
勲
に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
、
こ
の
ほ
ど
市
教
育
委
員
会
の
小
林

教
育
長
か
ら
遺
族
の
方
に
勲
章
な
ど
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

棚
橋
さ
ん
は
昭
和
三
十
年
四
月
か
ら

平
成
五
年
三
月
ま
で
、
岐
阜
市
内
の
小

中
学
校
や
県
の
教
育
機
関
な
ど
に
勤
務

さ
れ
、
保
護
者
や
地
域
の
方
と
の
相
互

理
解
と
連
携
を
重
視
し
、
学
校
に
お
け

る
諸
活
動
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
、

教
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
十
五
日
、
富
岡
公
民
館
で
高

富
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る

「
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
行
わ
れ
、
富
岡
保
育
園
の
園
児
や
乳

幼
児
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
方
な
ど
約
二

百
五
十
名
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や

ア
ニ
メ
の
主
題
歌
な
ど
の
演
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。

こ
の
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
毎
年
恒
例

の
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ゲ
ス
ト

出
演
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
栗
木
順
古
さ
ん

（
伊
佐
美
出
身
）
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
、

手
遊
び
を
す
る
な
ど
し
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

今
年
の
連
柿
づ
く
り

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
佐
村
勇
さ
ん

福
井
サ
ダ
子
さ
ん
に

交
通
安
全
全
国
表
彰

故
棚
橋
基
成
さ
ん
に

瑞
宝
双
光
章

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
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一
月
九
日
、
美
山
中
央
公

民
館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
、

華
や
か
な
晴
れ
着
や
真
新
し

い
ス
ー
ツ
な
ど
を
身
に
ま
と

っ
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
、

友
人
や
恩
師
の
方
た
ち
と
の

久
々
の
再
会
を
喜
び
合
い
、

楽
し
く
歓
談
し
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
式
対
象
者

は
、
市
内
在
住
の
三
百
九
十

人
と
出
席
を
希
望
し
た
現
在

は
市
外
在
住
の
二
十
人
で
、

こ
の
う
ち
当
日
は
約
三
百
四

十
人
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。昨

年
は
三
会
場
に
分
か
れ

て
の
開
催
で
し
た
が
、
今
年

は
市
内
の
新
成
人
が
一
堂
に

会
し
、
会
場
全
体
が
華
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
式
典
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
た
、
高
富
青
雲
太

鼓
に
よ
る
祝
賀
演
奏
が
よ
り

一
層
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。市

長
ほ
か
多
く
の
来
賓
が

出
席
し
て
行
わ
れ
た
式
典

は
、
成
人
式
実
行
委
員
と

な
っ
た
十
二
名
の
新
成

人
の
方
が
中
心
と
な

っ
て
進
め
ら
れ
、
坂

本
真
由
美
さ
ん
と
磯

川
竜
也
さ
ん
の
司
会

で
、
堀
康
典
さ
ん
が

開
式
の
辞
を
述
べ
、

部
田
千
枝
さ
ん
が
国

歌
斉
唱
の
ピ
ア
ノ
演
奏

を
行
い
ま
し
た
。
市
長
に

よ
る
式
辞
の
後
、
宮
川
晃
司

さ
ん
と
上
野
由
恵
さ
ん
が

「
よ
り
良
い
社
会
を
築
く
た

市
の
消
防
出
初
め
式
が
、

市
消
防
団
員
や
消
防
本
部
職

員
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
の

皆
さ
ん
な
ど
約
四
百
六
十
人

が
参
加
し
て
、
一
月
九
日
、

市
役
所
前
の
み
ん
な
の
げ
ん

き
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
は
雪
の
舞
う
厳
し

い
寒
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
広
場
に
整
列
し
て

市
長
や
消
防
協
会
長
ら
の
訓

辞
を
受
け
、
防
火
、
防
災

へ
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
車
両
部

隊
と
徒
歩
部
隊
に

分
か
れ
て
市
役
所

前
を
分
列
行
進
し
、

花
火
の
号
砲
と
と
も

に
寒
空
を
突
い
て
消

防
車
七
台
で
一
斉
放

水
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
式
典
で
は
永
年
勤

続
な
ど
で
次
の
皆
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

岐
阜
県
知
事
表
彰

▼
特
別
功
労
章
　
岡
田

達
雄
▼
永
年
勤
続
功
労

章
　
藤
田
秀
喜
▼
勤
続

功
労
章
　
渡
邉
晴
臣
▼

功
労
章
　
長
屋
克
己
、

石
神
英
樹
▼
消
防
団
員

優
秀
家
族
賞
（
市
消
防

団
　
郷
　
潔
の
妻
）
郷

智
江

岐
阜
地
域
振
興
局
長
表
彰

棚
橋
克
宏
、
武
藤
和
明

（財）
岐
阜
県
消
防
協
会
長
功
績

章
表
彰

村
瀬
勝
彦
、
矢
崎
修
二
、
土

田
昌
樹
、
長
野
悟
志
、
木
村

友
範
、
宇
野
浩
史
、
宇
野
慶

二
、
宇
野
聡
、
郷
　
潔
、
藤

森
義
和
、
大
西
広
司
、
田
中

隆
司

山
県
市
長
表
彰（
勤
続
十
年
）

田
中
康
博
、
江
川
勝
也
、
堀

政
人

山
県
市
消
防
協
会
長
勤
労
章

表
彰
（
勤
続
十
年
）

山
田
慎
一
、
郷
　
潔
、
中
村

亘
、
中
村
和
裕
、
藤
森
義
和
、

恩
田
尚
憲
、
田
中
康
博
、
江

川
勝
也
、
田
垣
浩
幸
、
流
修

二
、
武
藤
和
明
、
棚
橋
克
宏
、

堀
政
人
、
石
神
英
樹
、
長
屋

秀
和
、
鳴
海
健
一
、
松
久
武

弘
、
岡
山
知
一

山
県
市
消
防
協
会
長
感
状
表

彰中
山
法
俊
、
渡
邉
幸
夫
、
竹

村
富
士
男
、
本
田
泰
行
、
村

瀬
善
大
、
八
木
和
幸
、
原
正

晃
、
鷲
見
亮
、
鷲
見
高
志
、

奥
田
薫
、
岡
田
精
、
土
井
正

樹
、
山
田
浩
司
、
船
戸
晴
彦
、

鬼
頭
昌
弘
、
玉
井
幸
二
、
土

田
浩
司
、
中
原
慎
司
、
中
島

成 人 式

出初め式

成 人 式

出初め式
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め
、
過
去
か
ら
学
び
、
現

在
、
未
来
に
お
い
て
自
分
た

ち
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
を

見
極
め
、
社
会
の
た
め
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
二
十
歳
の
誓
い
を
読

み
あ
げ
、
来
賓
か
ら
の
お
祝

い
の
あ
い

さ
つ
の

後
、
玉
井

亜
矢
子
さ
ん
の
閉
式
の
辞
で

式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
各
地
区
ご

と
の
記
念
撮
影
を
行
い
な
が

ら
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
写
真
を

撮
り
合
っ
た
り
、
携
帯
電
話

の
ア
ド
レ
ス
を
交
換
し
合
っ

た
り
し
な
が
ら
、
お
互
い
の

近
況
や
、
中
学
生
の
こ
ろ
の

思
い
出
話
な
ど
を
い
つ
ま
で

も
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

謙
二
、
山
田
吉
和
、
神
原
善

樹
、
岩
田
均
、
大
野
雄
一
、

宇
野
孝
司
、
土
田
慎
治
、
上

野
文
昭
、
棚
橋
悟
、
島
戸
敏

則
、
堀
川
弘
樹
、
四
ッ
橋
順

二
、
田
中
隆
司
、
臼
井
規
浩
、

臼
井
和
典
、
田
中
正
一
、
藤

木
大
樹
、
山
田
冬
樹
、
田
中

直
広
、
藤
田
淳
、
吉
村
幸
博
、

山
口
紀
道
、
荒
深
喜
晴
、
平

下
秀
和
、
小
森
雅
之
、
恩
田

達
也
、
長
屋
篤
徳
、
牧
野
正

之
、
松
浦
真
一
、
林
敏
郎
、

横
山
浩
人

山
県
市
消
防
団
長
（
七
年
）

表
彰

深
見
守
尚
、
服
部
裕
司
、
大

野
雄
一
、
大
野
光
彦
、
桐
山

哲
也
、
棚
橋
悟
、
島
戸
敏
則
、

上
野
文
昭
、
土
田
和
孝
、
佐

野
兼
一
、
横
山
賢
二
、
梅
田

寛
之
、
棚
橋
弘
、
高
橋
豊
和
、

西
川
信
也
、
大
沢
正
道
、
大

西
隆
広
、
木
村
順
一
、
田
中

裕
之
、
久
保
正
志

山
県
市
消
防
団
長
（
五
年
）

表
彰

早
矢
仕
宏
幸
、
岡
田
陽
樹
、

川
田
宗
弘
、
川
田
健
一
、
山

田
学
、
山
田
哲
也
、
菊
池
浩

士
、
松
久
毅
、
加
藤
宏
樹
、

玉
井
洋
地
、
森
泰
崇
、
武
藤

道
治
、
山
田
学
、
玉
井
盛
浩
、

牧
田
健
、
平
野
亨
、
吉
村
忠

志
、
宇
野
兼
史
、
佐
野
英
明
、

武
藤
知
行
、
石
神
大
輔
、
棚

橋
大
吾
、
山
口
悟
司
、
高
橋

伴
和
、
岡
川
益
文
、
高
橋
義

信
、
中
村
和
靖
、
小
見
山
隆

太
郎
、
上
野
博
信
、
江
崎
尚

史
、
田
中
裕
紀
、
藤
木
大
樹
、

藤
田
淳
、
山
内
典
明
、
古
田

隆
二
、
山
口
淳
、
高
井
正
憲
、

山
田
哲
也
、
山
田
真
功
、
東

海
正
信
、
荒
深
将
秀

山
県
市
消
防
長
表
彰

浦
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
赤

尾
子
ど
も
会

このほど美山地域の自治会、商工会、観
光協会と美山中学のPTAが中心となって、
昨年9月の台風21号により大きな被害を受
けた三重県海山町への災害義援金の募金活
動を行い、地域住民の方などから40万円も
のご厚意が集まりました。この募金活動は、
合併前の旧美山町と海山町が同じ呼び名の
「みやま」であることから交流が盛んであ
ったり、中学生の宿泊研修を受け入れてい
ただいたりもしていたため、今回の災害に
対して少しでも手助けになればと行われた
もので、寄せられた義援金は1月12日に市
観光協会と市商工会の代表者が海山町役場
を訪れ、塩谷龍生町長に手渡されました。

塩谷町長（左）に義援金を贈る市商
工会代表者
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ま
し
た
。

◆
「
キ
レ
ル
」
子

少
年
犯
罪
の
ニ
ュ
ー
ス
が
年
々
低

年
齢
化
し
、「
キ
レ
ル
」
と
い
う
言

葉
ま
で
出
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
り
か
ら
、
感
情

が
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く

な
り
、
腹
が
立
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ

し
た
り
、
不
登
校
に
な
っ
た
り
、
す

ぐ
カ
ッ
と
す
る
と
い
う
よ
う
な
傾
向

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
が
感
情

と
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
思
わ
な
い

で
危
機
感
も
な
い
ま
ま
、
い
じ
め
や
、

ス
ト
レ
ス
、
し
つ
け
な
ど
、
目
に
見

え
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
も
う
一
つ
後
ろ
に
あ
る
食
生
活
の

部
分
を
見
直
さ
な
く
て
は
い
け
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

昨
年
、
国
会
で
は
食
育
基
本
法
案

が
提
出
さ
れ
、「
食
育
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
は
、
新
し
く
作
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
明
治
時
代
の
初
期
、

「
知
育
」「
体
育
」「
徳
育
」
と
並
ん

で
学
校
教
育
の
中
に
存
在
し
て
い
た

も
の
が
、
い
つ
の
ま
に
か
、「
知
育
」

「
体
育
」
が
表
に
た
ち
、
姿
を
消
し

て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
、

現
代
社
会
の
乱
れ
た
食
生
活
に
お
い

て
、
再
び
見
直
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

に
、
自
分
で
自
分
の
健
康
を
守
り
、

健
全
で
豊
か
な
食
生
活
を
送
る
能
力

を
育
て
、
ひ
い
て
は
人
生
を
豊
か
に

力
強
く
生
き
抜
く
能
力
を
身
に
つ
け

る
も
の
と
し
て
「
食
育
」
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
食
育
」
に
よ
っ
て
子
ど
も
達

に
、

●
食
べ
物
を
選
択
す
る
力

●
料
理
を
す
る
力

●
味
が
わ
か
る
力

●
食
べ
物
の
育
ち
を
感
じ
る
力

●
元
気
な
体
の
わ
か
る
力

を
養
い
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
が
健

康
で
人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
望
ま
し
い
食
生
活
を
営
む
能
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
、
今
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

幼
児
の
こ
ろ
に
身
に
つ
い
た
生
活

習
慣
・
食
習
慣
は
良
い
の
も
悪
い
の

も
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
残
っ
て
お

り
、
変
え
る
の
は
か
な
り
困
難
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
意
味
で
生
活

習
慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
も
幼
児
期

の
早
い
時
期
か
ら
健
全
な
生
活
習

慣
・
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
と
な
り
ま
す
。

食
育
は
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
行
政

の
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
地
域

か
ら
の
支
援
に
よ
り
、
心
身
と
も
に

豊
か
で
元
気
な
子
ど
も
た
ち
に
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
の
生
活
様
式
の
多
様
化
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
食
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
現
れ
て
い
ま
す
。

◆
偏
食
・
ム
ラ
食
い

大
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ

て
子
ど
も
た
ち
も
夜
型
で
生
活
リ
ズ

ム
が
不
規
則
に
な
り
、
朝
食
の
と
れ

な
い
子
や
間
違
っ
た
お
や
つ
の
与
え

方
に
よ
る
偏
食
・
ム
ラ
食
い
な
ど
の

問
題
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
小
児
生
活
習
慣
病
の
増
加

学
童
期
に
な
る
と
塾
通
い
や
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
室
内
遊
び
が
定
着

し
、
外
遊
び
を
す
る
子
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
生
活
時
間
は
夜
型
化

し
、
朝
食
を
食
べ
な
い
子
や
夕
食

（
弁
当
）
を
塾
で
す
ま
せ
る
子
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
が
そ
ろ
う

食
事
が
少
な
い
た
め
、
好
き
な
食
べ

物
に
偏
り
が
ち
に
な
り
、
コ
ン
ビ
ニ

や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
で
の
子
ど

も
だ
け
の
ス
ナ
ッ
ク
類
の
買
い
食
い

も
よ
く
見
ら
れ
る
光
景
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
加
齢
に

よ
り
発
生
す
る
「
生
活
習
慣
病
」
が

子
ど
も
た
ち
に
し
の
び
寄
り
、
若
年

層
で
の
肥
満
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症

の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

幼児期初期の食育風景（岐阜女子大学　桑野 稔子 先生　提供）

ママパパクラスのご案内
ママとパパ二人で、生まれてくる赤ちゃんへの心の準
備をしていきましょう。クラスにママ＆パパ友達をつく
りにきませんか？
■日時 2月19日（土） 午前10時～11時30分ごろ
■場所 保健福祉ふれあいセンター
■内容 育児体験、チャイルドシートのアドバイスなど
■持ち物 母子健康手帳
※託児あります。
■申込・問い合わせ先
山県市役所健康課　　22・6839
２月16日（水）までに申し込みください。
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暴
力
を
ふ
る
う
。
外
部

と
の
接
触
を
意
図
的
に
断

つ
。

具
体
的
に
は
…

た
た
く
、
殴
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
、
ベ
ッ
ト

に
し
ば
り
つ
け
る
、
意
図

的
に
薬
を
過
剰
に
飲
ま
せ

る
な
ど
。

言
葉
や
態
度
で
精
神
的

な
苦
痛
を
あ
た
え
る
。

具
体
的
に
は
…

排
泄
の
失
敗
に
対
し
て

恥
を
か
か
せ
る
、
無
視
、

怒
鳴
る
、
の
の
し
る
な
ど
。

本
人
が
嫌
が
る
性
的
な

行
為
や
そ
の
強
要
。

具
体
的
に
は
…

懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸

に
し
て
放
置
す
る
な
ど
。

財
産
や
お
金
を
勝
手
に
使
う
。
正
当

な
理
由
も
な
く
お
金
を
使
わ
せ
な
い
。

具
体
的
に
は
…

必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ

な
い
、
本
人
の
不
動
産
、
預
貯
金
を
本

人
の
意
思
、
利
益
に
反
し
て
使
用
す
る

な
ど
。

介
護
や
世
話
を
し
な
い
。
ま
た
は
結

果
と
し
て
し
て
い
な
い
。

具
体
的
に
は
…

髪
が
伸
び
放
題
だ
っ
た
り
、
皮
膚
が

汚
れ
て
い
る
、
空
腹
状
態
、
栄
養
失

調
、
劣
悪
な
住
環
境
の
中
に
放
置
し
生

活
さ
せ
る
な
ど
。

介
護
の
苦
労
を
家
族
が
わ
か
っ
て
く

れ
な
い
の
は
、
介
護
そ
の
も
の
よ
り
大

き
な
ス
ト
レ
ス
で
す
。

医
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
在
支
職
員

な
ど
に
相
談
し
、み
ん
な
で
負
担
を
分

け
合
う
方
向
に
も
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
つ
も
顔
を
あ
わ
せ
て
い
る
と
お
互

い
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま
す
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
の
ほ
か
に
も
市
の
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
も
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢

者
の
生
活
や
介
護
に
つ
い
て
相
談
に
の

っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
負
担
を
抱
え
こ
ま
な
い
で

体
的
虐
待

身
理
的
虐
待

心

済
的
虐
待

経
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

介

的
虐
待

性

平成16年4月1日現在で市内に住所を有し、平成17年3月31日までに75歳
以上になる方（介護保険の要支援・要介護認定を受けている方は除く）を対象
に発行しました「いきいき高齢者推進券」は、期限を過ぎますと使用出来なく
なります。
1人5,000円（1,000円券を5枚）の推進

券をまだお使いでない方は、下記の期限内
にご利用ください。

■推進券使用期限 2月28日（月）
※利用できる業者は、対象者にお送りし
ました特定事業者一覧表をご覧くださ
い。なお、名鉄バスで購入したバスカ
ードは岐阜バスで利用できます。
※特定事業者の方へ
市への請求は3月18日（金）までにお願いします。

■問い合わせ先 山県市役所　長寿福祉課　　22・6838
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日　　時

2月10日（木）
午前10時～

会　　場

美山中央公民館

内　　容

エアロビクス

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

2月4日（金）
午前10時～

会　　場

伊自良中央公民
館集合

内　　容

保育園を知ろう

2月22日（火）
午前10時～

美山中央公民館 閉級会
2月18日（金）
午前10時～

伊自良老人福祉
センター

閉級会

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

2月2日（水）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

おしゃべり会

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

日　　時

2月9日（水）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

パン教室Ⅱ

2月23日（水）
午前10時～

高富中央公民館 閉級会
2月23日（水）
午前10時～

高富中央公民館 閉級会

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者

問い合わせ先 山県市教育委員会　社会教育課　　36・3304問い合わせ先

会場　みやまジョイフル倶楽部　
日時　2月05日（木） 午前9時30分～
日時　2月18日（金） 午前10時～
問い合わせ先　みやまジョイフル倶楽部

55・2608

会場　伊自良図書館　
日時 2月05日（土） 午後2時～

2月12日（土） 午後2時～
2月19日（土） 午後2時～
2月26日（土） 午後2時～　

問い合わせ先　伊自良図書館　　36・3339

会場　高富中央公民館和室
日時　2月17日（木） 午前10時30分～
対象　0～2歳児親子
問い合わせ先　高富中央公民館　　22・3351

会場　高富中央公民館図書室
日時　2月19日（土） 午後1時～
問い合わせ先　高富中央公民館　　22・3351

会場
日時

会場
日時

問い合わせ先

会場
日時

対象

問い合わせ先

会場
日時

問い合わせ先

みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室

お話しピーチク読み聞かせ

いない　いない　ばあ

わくわくランド

問い合わせ先 山県家庭教育研究所
22・4569（代表：野沢）

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。
◆対　象 0～6歳児の保護者※託児あります
◆日　時 2月17日（木） 午前10時～
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 「お母さん　子どもの心が

見えますか」

2月の家庭教育講座

問い合わせ先

問い合わせ先

子育てママの学びと交流を目的として、

子育て教室などが開催されます。

みんなで楽しく子育てしましょう。

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。

小さい子はママと一緒に来てね。
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社会福祉課　　22・6837

①臨時保育士
②臨時保育士（延長保育担当）
■募集人員 ①6名程度

②若干名
■賃　　金 ①日額8,400円

②日額3,150円
■勤務内容 ①②とも保育園保育
■勤務時間 ①午前8時30分～午後5時15分

※勤務日によって午前7時30分～午後4時

15分の場合も有（実働8時間）

②午後4時～午後7時（実働3時間）
■勤 務 地 ①②とも市内保育園
■雇用期間 ①②とも平成17年4月1日～平成18年

3月31日
■勤 務 日 ①月曜～土曜のうちで5日間（交替制、

土曜は4時間勤務）
②月曜～金曜（祝日を除く）

■資格、条件 ①②とも保育士資格を有し、健康な方
■待　　遇 ①社会保険及び雇用保険加入
■応募方法 ①②とも2月25日（金）までに履歴書に資

格証明書の写しを添付して秘書課へ提
出してください。

産業振興課　　22・6830

■募集人員 2名
■賃　　金 日額6,800円
■勤務内容 施設内の清掃・管理
■勤務時間 午前8時30分～午後5時15分（実働8

時間）
■勤 務 地 四国山香りの森公園（山県市大桑）
■雇用期間 平成17年4月1日～平成18年3月31日
■勤 務 日 日曜～土曜（火曜は除く）を二人で交

替制
■資格、条件 ●18歳から65歳までで心身ともに健

康な方
●月に15日程度勤務できる方

■待　　遇 社会保険および雇用保険加入
■応募方法 2月25日（金）までに履歴書を秘書課へ提

出してください。

学校教育課　　36・3303

■募集人員 1名
■賃　　金 日額5,700円
■勤務内容 学校給食調理
■勤務時間 午前8時30分～午後3時15分（実働6

時間）
■勤 務 地 市内小・中学校
■雇用期間 平成17年4月1日～平成18年3月31日
■勤 務 日 月曜～金曜（祝日は除く）
■資格、条件 18歳以上で調理に関心がある方
■待　　遇 社会保険および雇用保険加入
■応募方法 2月25日（金）までに履歴書を秘書課へ提

出してください。

社会教育課　　36・3304

■募集人員 1名
■賃　　金 日額6,400円
■勤務内容 図書の収集・整理・管理
■勤務時間 午前8時30分～午後5時15分（実働8

時間）
■勤 務 地 伊自良図書館（山県市大門）
■雇用期間 平成17年4月1日～平成18年3月31日
■勤 務 日 日曜～土曜（月曜および第3日曜を除

く）のうちで3日程度（交替制）
■資格、条件 45歳までで心身ともに健康な方
■応募方法 2月25日（金）までに履歴書を秘書課へ提

出してください。

四国山香りの森公園管理人臨時保育士

図書館事務職

学校給食調理員

下記のとおり日日雇用職員を募集します。
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教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に

「
山
県
市
教
育
人
材
バ
ン
ク
」
の
制
度

を
設
け
ま
し
た
。

次
の
要
件
に
あ
う
方
で
、
登
録
し
て

い
た
だ
い
た
方
か
ら
、
必
要
が
生
じ
た

と
き
に
面
接
等
を
行
い
、
学
校
の
授
業

を
補
助
し
て
い
た
だ
く
先
生
や
児
童
・

生
徒
の
相
談
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
先

生
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
登
録
の
要
件

Ⅰ
類

小
学
校
あ
る
い
は
中
学
校
の

教
育
職
員
免
許
状
を
取
得
し
て

み
え
る
方

Ⅱ
類

学
士
の
称
号
ま
た
は
保
育
士

の
資
格
等
を
有
し
、教
育
相
談
に

興
味
・
関
心
を
も
っ
て
み
え
る
方

▼
登
録
方
法

登
録
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
登

録
申
込
書（
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま

す
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学

校
教
育
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

36
・
3
3
0
3

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
年
度

三
回
目
の
「
健
康
づ
く
り
市
民
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
が
参

加
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
日
時

二
月
二
十
二
日
（火）

午
後
一

時
三
十
分
〜
三
時

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
　
二
階

▼
受
講
料

無
料

▼
内
容テ

ー
マ：
「
色
づ
か
い
（
カ
ラ
ー

セ
ラ
ピ
ー
）
で
素
敵
に
健
康
づ
く
り
」

講
師：

パ
テ
ィ
オ
カ
ラ
ー
ル
ー
ム

色
彩
士
　
船
橋
あ
つ
こ
先
生

※
ふ
だ
ん
の
服
装
の
色
づ
か
い
に
気
を

使
う
だ
け
で
健
康
的
な
生
活
が
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

低
血
圧
の
人
が
赤
い
衣
類
を
身
に
付

け
る
と
調
子
が
良
く
な
る
と
い
い
、

逆
に
緑
は
心
身
の
疲
れ
を
癒
し
、
血

圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
心
理
状
態
を
色
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
自
分
に
あ
っ
た
健
康
づ

く
り
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
申
込
方
法

参
加
希
望
の
方
は
、
左

記
へ
二
月
二
十
一
日
（月）
ま
で
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
民
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

事
務
局
（
山
県
市
役
所
健
康
課
内
）

22
・
6
8
3
9

22
・
2
1
1
7

か
ね
て
よ
り
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
し

た
高
富
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
祝
い
、
次

の
と
お
り
開
通
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
ト
ン
ネ
ル
の
中

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▼
日
時

二
月
八
日
（火）

午
前
十
一
時

よ
り

▼
場
所

高
富
ト
ン
ネ
ル
下
り
線
　
南

口
（
佐
賀
側
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
道
2
5
6
号
バ
イ
パ
ス
高
富
ト
ン

ネ
ル
開
通
式
実
行
委
員
会

高
富
地
区
　
杉
山
正
樹

22
・
2
1
0
7

富
岡
地
区
　
川
田
　
忠

27
・
2
8
3
0

ピ
ッ
コ
ロ
親
の
会
で
は
第
二
十
五
回

こ
と
ば
を
育
て
る
学
習
会
「
わ
が
子
と

む
き
合
う
大
切
な
時
期
を
見
過
ご
さ
な

い
た
め
に
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
学
習
会
で
は
、
親
が
子
ど
も
の

成
長
・
発
達
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の

子
育
て
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、

今
後
の
子
育
て
に
つ
い
て
役
立
て
る
よ

う
学
び
合
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
　
当
日
は
岐
阜
大
学
名
誉

教
授
　
柚
木
　
馥ふ

く

先
生
を
招
い
て
の
講

演
や
バ
ザ
ー
も
行
い
ま
す
。

▼
日
時

二
月
二
十
七
日
　
午
前
九
時

四
十
五
分
〜
午
後
零
時
三
十
分

▼
場
所

高
富
中
央
公
民
館
　
一
階

大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

ピ
ッ
コ
ロ
療
育
セ

ン
タ
ー
内
　
親
の
会
事
務
局

22
・
3
1
2
9

二
月
二
十
日
（日）
か
ら
美
山
地
域
内

で
、
あ
ま
ご
釣
り
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。

自
然
を
満
喫
で
き
る
絶
好
の
漁
場
で
釣

り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
問
い
合
わ
せ
先

美
山
漁
業
協
同
組
合
　

55
・
3
1
2
1

お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場�

山
県
市
教
育
人
材
バ
ン
ク
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

高
富
ト
ン
ネ
ル
下
り
線

開
通
式
の
ご
案
内

健
康
づ
く
り
市
民
講
座
の
ご
案
内

こ
と
ば
を
育
て
る
学
習
会

あ
ま
ご
釣
り
解
禁

FAX
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所
得
税
、
市
民
税
の
申
告
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

山
県
市
役
所
、
伊
自
良
支
所
、
美
山

支
所
、
美
山
中
央
公
民
館
の
四
会
場
に

て
、
広
報
紙
一
月
号
と
一
緒
に
配
布
し

た
確
定
申
告
相
談
日
程
表
の
と
お
り
、

二
月
十
六
日
（水）
か
ら
三
月
十
五
日
（火）
ま

で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
月
二
十
日
（日）
と
二
十
七
日

（日）
は
、
山
県
市
役
所
で
休
日
相
談
を
行

い
ま
す
。

土
地
・
家
屋
な
ど
を
売
買
さ
れ
た
方

は
、
税
務
署
が
設
け
た
確
定
申
告
相
談

会
場
〔
岐
阜
市
正
木
　
マ
ー
サ
21
南
館

四
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル
〕
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
税
務
課22

・
6
8
2
2

平
成
十
七
年
度
以
降
の
国
民
年
金
の

保
険
料
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
律
で

は
、
平
成
十
六
年
改
正
時
の
価
格
表
示

で
保
険
料
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
保
険
料
額
に
そ
の
年
度
の
保

険
料
改
定
率
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
そ

の
年
度
の
保
険
料
額
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
十
七
年
四
月
分
か
ら
の
保
険
料

額
は
一
万
三
千
五
百
八
十
円
と
定
め

ら
れ
ま
す
。

●
年
度
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
保
険
料

（
法
定
保
険
料
）
額
表
〔
月
額
〕

十
七
年
度
　
　
一
三
、
五
八
〇
円

十
八
年
度
　
　
一
三
、
八
六
〇
円

十
九
年
度
　
　
一
四
、
一
四
〇
円

二
十
年
度
　
　
一
四
、
四
二
〇
円

二
十
一
年
度
　
一
四
、
七
〇
〇
円

二
十
二
年
度
　
一
四
、
九
八
〇
円

二
十
三
年
度
　
一
五
、
二
六
〇
円

二
十
四
年
度
　
一
五
、
五
四
〇
円

二
十
五
年
度
　
一
五
、
八
二
〇
円

二
十
六
年
度
　
一
六
、
一
〇
〇
円

二
十
七
年
度
　
一
六
、
三
八
〇
円

二
十
八
年
度
　
一
六
、
六
六
〇
円

二
十
九
年
度
以
後一

六
、
九
〇
〇
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
市
民
課22

・
6
8
2
7

■
事
業
主
は
、
六
十
五
歳
ま
で
の
雇
用

を
確
保
す
る
た
め
、
①
定
年
の
引
き

上
げ
、
②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
、

③
定
年
の
定
め
の
廃
止
の
い
ず
れ
か

の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
（
平
成
十
八
年
四
月
一

日
施
行
）。

○
こ
の
年
齢
は
、
施
行
日
に
は
六
十

二
歳
と
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一

日
ま
で
に
六
十
五
歳
ま
で
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
事
業
主
は
、
四
十
五
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
の
労
働
者
（
高
年
齢
者
等
）

を
解
雇
す
る
場
合
に
は
、
高
年
齢
者

等
の
再
就
職
を
援
助
す
る
た
め
、

「
求
職
活
動
支
援
書
」
を
作
成
・
交

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
（
平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
施

行
）。

■
事
業
主
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
求

人
の
申
込
み
を
す
る
と
き
に
、
六
十

五
歳
未
満
の
年
齢
制
限
を
行
う
場
合

に
は
、
そ
の
「
年
齢
制
限
を
行
う
理

由
の
提
示
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
（
平
成
十
六
年
十
二

月
一
日
施
行
）。

※
雇
用
対
策
法
で
は
、「
労
働
者
の
募

集
・
採
用
時
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

齢
に
か
か
わ
り
な
く
均
等
な
機
会
を

与
え
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
い
」

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
労
働
局
職
業
対
策
課

0
5
8
・
2
6
3
・
5
5
6
3

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

等
に
関
す
る
法
律
」
一
部
改
正

平
成
17
年
度
以
降
の
国
民
年
金

の
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

確
定
申
告
は
3
月
15
日
ま
で
に

2005年3月1日、可児市の花フェスタ
記念公園で花の一大イベント「花フェス
タ2005ぎふ」が開催されます。
「壮大な花のシンフォニー」と題し、

季節ごとに楽しめるみごとな花々や毎日
開催される多彩なイベントなど内容は盛
りだくさん。また、「日本一のバラ園」と
して有名だった会場は、7,000品種のバ

ラが咲く「世界
一のバラ園」と
して生まれ変わ
ります。
開幕が楽しみ

な花の祭典に、
あなたも出かけ
てみませんか。

○注

注
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2月�

05日（土） 10：00～　一輪車・ディアボロ（中国ゴマ）で

遊ぼう

【持ち物】お茶

12日（土） 09：00～　切り絵　定員10人

【持ち物】しき紙1枚

19日（土） 13：30～15：30 パン教室

（高富公民館集合・解散）定員15人

【持ち物】材料費200円・エプロン・お茶・

ビニール袋・タオル

26日（土） 13：30～　ディアボロ（中国ゴマ）で遊ぼう

指導者あり、家族での参加もOK

【持ち物】お茶

◆毎週水曜日（15：00～16：00）

珠算クラブ開催中！

05日（土） 10：00～　フリスビー作り　定員15人

【持ち物】お茶・ハンカチ

12日（土） 10：00～　切り絵　定員10人

【持ち物】しき紙1枚

19日（土） 09：00～　初めてのパン教室　定員15人

【持ち物】材料費200円・エプロン・

三角きん・お茶・タッパー・

ハンカチ

26日（土） 10：00～　一輪車であそぼう　定員15人

【持ち物】お茶・タオル

※詳しくは各施設に問い合わせください。

高 富 児 童 館　　　22・4750 子どもげんきはうす　　　23・2323

2月1日午前9時から参加希望者の申込受付を開始します（電話での申し込みもOK）。
定員になり次第締め切らさせていただきます。

釣
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
放
流
魚

へ
の
食
害
を
防
ぐ
た
め
、
二
月
十
六
日

（水）
か
ら
四
月
十
五
日
（金）
ま
で
美
山
地
域

内
の
河
川
で
銃
に
よ
る
カ
ワ
ウ
の
駆
除

を
行
い
ま
す
。

明
け
方
か
ら
の
発
砲
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
猟
友
会
　
　
55
・
3
1
2
1

▼
受
付
期
間

二
月
十
四
日
（月）
〜
二
十
八
日
（月）
の
開

庁
時
間

▼
受
付
場
所

山
県
市
役
所
　
総
務
課

く
わ
し
く
は
、
山
県
市
H
P
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
総
務
課22

・
6
8
2
0

急
速
な
少
子
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、

働
き
な
が
ら
子
育
て
や
介
護
を
し
や
す

い
職
場
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
平
成

十
七
年
四
月
一
日
か
ら
育
児
・
介
護
休

業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

改
正
内
容
は
「
育
児
・
介
護
休
業
の

対
象
労
働
者
の
拡
大
」、「
一
定
の
場
合

の
育
児
休
業
期
間
の
延
長
」、「
介
護
休

業
の
取
得
回
数
制
限
の
緩
和
」
や
「
子

の
看
護
休
暇
（
年
五
日
）
の
義
務
化
」

で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

0
5
8
・
2
6
3
・
1
2
2
0

義
務
教
育
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た

め
、
経
済
的
理
由
か
ら
就
学
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
に
学
用
品
費
、
給
食
費
等

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

1．

生
活
保
護
家
庭
で
な
く
な
っ
た
方

2．

市
町
村
民
税
の
非
課
税
ま
た
は
減

免
の
扱
い
を
う
け
た
方
（
前
の
年
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、
市
町
村
民
税
の

課
税
の
状
況
等
が
把
握
で
き
な
い
た

め
、
前
住
所
地
の
課
税
証
明
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
）

3．

個
人
事
業
税
の
減
免
の
扱
い
を
受

け
た
方

4．

固
定
資
産
税
の
減
免
を
う
け
た
方

（
家
屋
新
築
に
よ
る
減
免
は
除
く
）

カ
ワ
ウ
の
駆
除
を
実
施

就
学
を
援
助
し
ま
す

育
児
・
介
護
休
業
法
が

改
正
さ
れ
ま
す
！

山
県
市
経
常
建
設
共
同

企
業
体
の
追
加
受
付
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5．

国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
を
う
け

た
方

6．

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
う
け

た
方

7．

児
童
扶
養
手
当
（
母
子
家
庭
な
ど

に
支
給
さ
れ
る
手
当
）
を
支
給
さ
れ

て
い
る
方

8．

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
を
う
け
て

い
る
方

9．

右
記
の
1
〜
8
に
該
当
し
な
い

が
、
保
護
者
が
死
亡
し
た
り
、
災
害

に
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
特
別
な
事
情

が
あ
る
方
（
源
泉
徴
収
票
、
所
得
証

明
書
等
前
年
の
収
入
状
況
を
証
明
す

る
書
類
を
添
付
）

▼
申
請
手
続
き

平
成
十
七
年
度
の
就
学
援
助
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
（
学
校
教

育
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
地
域
の
担
当
民

生
児
童
委
員
に
諸
事
情
等
を
説
明
の

う
え
、
民
生
児
童
委
員
を
経
由
し
て

四
月
二
十
日
（水）
ま
で
に
学
校
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

36
・
3
3
0
3

母
子
家
庭
の
児
童
な
ど
に
修
学
・
修

学
支
度
の
資
金
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
対
象
者

●
母
子
家
庭
の
母
が
扶
養
し
て
い
る

児
童

●
父
母
の
い
な
い
児
童

●
寡
婦
が
扶
養
し
て
い
る
児
童

▼
貸
付
額

◎
修
学
金
【
月
額
】

国
公
立
高
校
一
万
八
千
円
（
二
万
三

千
円
）、
私
立
高
校
三
万
円
（
三
万

五
千
円
）、
国
公
立
大
学
四
万
四
千

円
（
五
万
円
）、
私
立
大
学
五
万
三

千
円
（
六
万
三
千
円
）、
専
修
学
校

〈
一
般
課
程
〉
二
万
九
千
円

◎
修
学
支
度
金
【
一
時
金
】

国
公
立
高
校
七
万
五
千
円
（
八
万
五

千
円
）、
私
立
高
校
三
十
五
万
円

（
三
十
六
万
円
）、
国
公
立
大
学
三
十

七
万
円
（
三
十
八
万
円
）、
私
立
大

学
五
十
一
万
（
五
十
二
万
円
）

※
（

）
内
は
自
宅
外
の
場
合
の
金

額
。
ま
た
、
大
学
の
場
合
は
、
学
年

に
よ
り
金
額
が
違
い
ま
す
。

▼
利
子

無
利
子

▼
償
還
方
法

卒
業
六
か
月
後
か
ら
十

年
以
内
の
半
年
賦
ま
た
は
年
賦
の
均

等
償
還

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
、
社
会
福
祉
課

22
・
6
8
3
7

総合体育館　　22・6622

06日（日） 第23回岐阜県小学生

バレーボール新人戦大会

11日（祝） 岐阜県中学校

バレーボール新人大会

13日（日） 西武芸地区

ソフトバレーボール大会

20日（日） やまがたソフトバレー交流会

26日（土） 東海小学生バレーボール大会

27日（日） 東海小学生バレーボール大会

総合体育館　　22・6622
【清掃休館日2月21日（月）】

2月の総合体育館スポーツイベント

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の

利
用
案
内

高富サッカー少年団は、東海環状自動車道沿線地域
の交流を目的に12月25日から豊田市の豊田スタジア
ムほかで行わたMAG－CUP少年サッカー交流大会に、
岐阜ブロックの代表として出場。4チームによる予選
リーグで2勝1敗の2位となり、惜しくも決勝トーナメ

ント進出は逃しまし
たが、プロも使用す
るスタジアムでの試
合に子どもたちは大
変感激していまし
た。

12月12日、極真カラテ岐阜カップ選手権大会が開
催され、山県高校3年で富永の山田恭功さんが一般の
部に初出場で4位に入賞されました。
山田さんは、この部門での最年少出場選手で、心想

流空手に所属されてい
ます。残念ながら負傷
のため三位決定戦は棄
権されましたが、これ
からの活躍に期待がか
かります。

憧れのスタジアムで躍動 初出場で健闘
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県
で
は
、
五
月
五
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
に
、
次
の
と
お
り
交
通
遺
児
に
対

し
て
激
励
金
を
贈
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
総
合
企

画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
基
準
日

毎
年
五
月
五
日

▼
対
象
者

交
通
事
故
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
生
計
を
共
に
し
て
い
た
父
ま

た
は
母
（
す
で
に
父
母
が
な
か
っ
た

場
合
に
は
そ
れ
に
代
わ
る
方
）
を
亡

く
さ
れ
た
方
で
、
義
務
教
育
終
了
ま

で
の
方
お
よ
び
高
等
学
校
在
学
中
の

方
（
二
十
歳
未
満
）。

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁

組
し
た
方
、
も
し
く
は
父
ま
た
は

母
が
再
婚
し
生
計
を
共
に
す
る
こ

と
と
な
っ
た
方
は
除
き
ま
す
。

▼
激
励
金
の
額

乳
幼
児
お
よ
び
小
学

校
児
童
一
万
円
、
中
学
校
生
徒
一
万

五
千
円
、
高
等
学
校
生
徒
二
万
円

（
一
人
当
り
）。

申
請
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
時
（
二

十
歳
未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
期
限

二
月
二
十
五
日
（金）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

山
県
市
役
所
　
総
合
企
画
課

22
・
6
8
2
4

（
一
月
一
日
付
け
）

〔（

）
内
は
異
動
前
の
所
属
〕

▽
い
わ
桜
小
学
校
調
理
員
　
江
崎
み
ね

子
（
高
富
中
学
校
調
理
員
）

▽
退
　
職
　
田
中
栄
美
子
（
い
わ
桜
小

学
校
調
理
員
）

◯家具などが転倒したり、窓ガラスが割れて危険
です。また、照明器具の落下やテレビなどの転
倒にも注意が必要です。座布団などを頭にかぶ
り、机などの下で安全を確保しましょう。

◯出火防止のため、揺れが収まったら直ちに火を
消しましょう。

◯建物がゆがみ、ドアが開かなくなることがあり
ます。ドアを開けて避難口を確保しましょう。

◯エレベーターを避難に使用してはいけません。
避難には、階段を使用しましょう。もし、エレ
ベーターに乗っているときに地震が起きたら、
最も近い階に止めて脱出しましょう。

◯頭上からの落下物に注意し、手に持っているバ
ックやカバンを頭にかかえ、安全な場所に身を
寄せましょう。

◯ブロック塀、石垣、電柱、自動販売機など崩壊
や転倒のおそれがある場所からは離れましょう。

◯車を運転中の場合は、交差点を避けてゆっくり
左に寄せてエンジンを止
め、キーを付けたまま避
難しましょう。

山県市消防本部
22・0119

教
育
委
員
会
職
員
人
事
異
動

岐
阜
県
交
通
遺
児

激
励
金
支
給
事
業

高富中央公民館の講座・サークルで活動し
ている方々の発表会です。舞踊・詩吟・健康
ヨガなどの舞台発表、レザークラフト・洋
裁・短歌などの展示発表、ぜんざい・豚汁・
手作りパンなどの出店コーナーや抽選会もあ
ります。
日ごろの活動の様子をお見せします。新しく
何かを始めてみたい方も一度のぞいてみてく
ださい。新しい出会いがあるかもしれません。

■日時 2月13日（日） 午前9時30分～
■場所 高富中央公民館
■主催 生涯学習フェスタ実行委員会
■問い合わせ先

高富中央公民館　　22・3351
※美山中央公民館は3月19日（土）、20日（日）、伊
自良中央公民館は3月13日（日）に行います。

■地区公民館発表会

各地区でも発表会があります。お近くの
公民館へお出かけください。
高富公民館　2月27日（日） 富岡公民館　3
月6日（日） 梅原公民館　3月6日（日） 桜
尾公民館　3月6日（日） 大桑公民館　2月
27日（日）

皆さんからのご意見を、これからの広報紙づくりに活かしていきたいと思います。どんなことでも結構で
す。ハガキや手紙、FAX、パソコンや携帯電話からのEメールなどどのような方法でも結構です。
最終ページの左下に掲載してあります企画部総合企画課まで気軽にお寄せください。

「広報やまがた」に対するご意見・ご要望をお寄せください
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平成13年1月1日発行平成13年1月1日発行

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22・6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

応援します�

31,376人（－ 3 ）

男 15,365人（－ 8 ）

女 16,011人（＋ 5 ）

世帯数 9，830戸（＋ 9 ）

前月比

12月届出分

人口の動き（平成17年1月1日現在）

カン・白
色トレイ

11日

14日

21日

16日

9日

18日

16日

28日

4日
（3月4日）

3日
（3月3日）

2日
（3月2日）

1日
（3月1日）

24日

26日

25日

23日

25日

びん・ペッ
トボトル

17日

22日

19日

12日

19日

15日

5日
（3月5日）

8日
（3月8日）

10日

8日
（3月8日）

不燃ごみ
粗大ごみ

22日

23日

17日

21日

10日
14日

15日
16日

24日

8日

9日

25日
28日

2日
（3月2日）

1日
（3月1日）

2日
（3月2日）

3日
（3月3日）

7日
（3月7日）

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を
除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞

東深瀬

椎　倉

大　桑

大　桑

平　井

柿　野

高　富

佐　賀

東深瀬

梅　原

大　桑

掛　

松　尾

藤　倉

原

谷　合

佐　野

富　永

岩　佐

高　富
佐　賀
東深瀬

西深瀬

梅　原
椎　倉
伊佐美
平　井
掛

掛
大　森

原

徳　永
柿　野

富　永

岩　佐
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▼
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
出
初
め
式
の
取
材

を
終
え
、
引
き
続
き
成
人
式
へ
。
晴
れ
や

か
な
新
成
人
の
笑
顔
を
撮
影
し
て
い
る
う

ち
に
、
か
じ
か
ん
だ
指
先
に
も
暖
か
さ
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
▼
最
近
は
晴
れ
着
の

女
性
に
、
男
性
は
黒
系
ス
ー
ツ
が
定
番
で

す
が
、
今
年
は
鮮
や
か
な
色
彩
の
羽
織
を

着
た
元
気
な
男
性
た
ち
も
見
か
け
ま
し
た
。

▼
し
か
し
い
ざ
撮
ろ
う
と
す
る
と
、
ど
う

し
て
も
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
方
向
は
偏
り
が

ち
。
男
性
諸
君
に
は
本
当
に
申
し
訳
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｏ
Ｎ
）

▼
花
か
ざ
り
講
習
会
の
取
材
に
行
き
、

花
や
植
物
は
人
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
物
だ

と
思
い
ま
し
た
。
▼
今
月
二
十
日
、
山
県

市
文
化
の
里
花
咲
き
ホ
ー
ル
が
開
館
し
ま

す
。
こ
の
施
設
で
音
楽
を
聴
い
た
り
、
劇

を
見
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
和
め
る
施
設

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
T
）
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高
校
総
体
、
国
体
、
全
国
都

道
府
県
対
抗
大
会
の
自
転
車
四

千
　
団
体
追
い
抜
き
で
優
勝
し

た
岐
南
工
業
高
校
自
転
車
競
技

部
。そ

の
メ
ン
バ
ー
に
長
滝
の
山

田
裕
哉
君
が
い
ま
す
。

団
体
追
い
抜
き
は
、
一
チ
ー

ム
四
人
編
成
で
、
タ
イ
ム
に
よ

り
優
劣
を
競
う
も
の
で
、
四
人

の
選
手
が
空
気
抵
抗
に
よ
る
減

速
と
疲
労
を
避
け
る
た
め
、
順

番
に
先
頭
を
交
代
し
な
が
ら
レ

ー
ス
を
進
め
る
競
技
で
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

山
田
君
は
伊
自
良
中
学
校
在

校
時
か
ら
自
転
車
競
技
に
興
味

が
あ
り
、
岐
南
工
高
に
入
学
。

自
転
車
競
技
部
に
入
部
し
競
技

生
活
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
部

は
、
高
校
総
体
や
国
体
で
優
勝

を
何
度
も
し
て
い
る
強
豪
校
。

練
習
も
厳
し
く
、
休
み
は
大
み

そ
か
と
正
月
二
日
だ
け
で
多
い

と
き
に
は
一
日
で
約
百
km
を
走

り
ま
す
。

同
部
の
山
崎
好
弘
監
督
は
山

田
君
に
つ
い
て
「
ス
ピ
ー
ド
は

あ
る
が
、
持
久
力
が
ま
だ
ま

だ
。
強
く
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
た
の
で
主
将
に
し
ま
し

た
」
と
語
る
。

「
常
に
一
緒
に
い
て
厳
し
い

練
習
に
耐
え
て
い
る
か
ら
、
素

直
に
お
互
い
の
言
う
こ
と
も
聞

け
る
し
、
何
よ
り
メ
ン
バ
ー
の

み
ん
な
を
信
頼
し
て
い
ま
す
。

い
い
仲
間
に
出
会
え
ま
し
た
」

そ
う
語
る
山
田
君
。

「
あ
ま
り
に
も
練
習
は
き
つ

い
の
で
、
何
度
も
や
め
た
い
な

と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
役
割
を
果

た
し
、
高
校
総
体
で
は
練
習
で

も
で
き
な
い
よ
う
な
会
心
の
レ

ー
ス
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
ま
で
の
苦
労
が
吹
き
飛
び
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
一
瞬
を
味

わ
う
た
め
に
厳
し
い
練
習
に
耐

え
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
学
に
進
学
す
る

予
定
で
す
が
、
何
ら
か
の
種
目

で
ま
た
全
国
優
勝
し
た
い
」
と

力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
転
車
で
高
校
総
体
、
国
体
優
勝

写真中央が山田君。右側が団体追い抜きメンバーの川西君。左が同メンバーの岸本君

FAX

メ
ー
ト
ル


